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 オペレーションマニュアル 

Job Arranger のオペレーションマニュアルです。Job Manager での各種オブジェ

クトの操作、編集、設定についての詳細です。Job Manager とは GUI 画面にて基本

オブジェクト (カレンダー、ジョブネット、スケジュール) の編集、ジョブネット稼

働状況の一元管理、およびシステム設定等をおこなうクライアント端末を指します。 

▪ 1. Job Manager 基本操作 Job Manager の全体の説明です。 

▪ 2. カレンダー編集オブジェクト管理メニューとカレンダーの説明です。 

▪ 3. ジョブネット編集 オブジェクト管理メニューとジョブネットの説明です。 

▪ 4. スケジュール編集 オブジェクト管理メニューとスケジュールの説明です。 

▪ 5. ジョブ実行管理 ジョブ実行管理メニューの説明です。 

▪ 6. 一般設定 一般設定メニューの説明です。 

▪ 7. ロック管理 ロックされたオブジェクトのロック解除の説明です。 

▪ 8. エクスポートとインポート操作 エクスポートとインポートの説明です。 

 

1. Job Manager 基本操作 

Job Manager の基本操作と全体構成について以下の構成で説明します。 

▪ 1. 起動・ログイン 

▪ 2. ユーザー毎の動作モード 

▪ 3. 画面構成 

▪ 4. オブジェクト相関関係 

▪ 5. オブジェクト管理画面 

▪ 6. オブジェクト操作 

1. 起動とログイン 

1. Job Arranger を起動します。 

Job Arranger のフロントエンド URL をブラウザで開きます。 

URL: http://<server_ip_or_name>/jobarranger 

  



2. ログイン画面が表示されます。 

 

 

3. Zabbix で登録したユーザーでログインします。 

※バージョン 4.1 まで、Zabbix ユーザーのデータベース内ユーザー情報を使用しま

す。バージョン 5.0 より、ZabbixWEB ログインの認証を JobManager ログインでも

使用します。 

(ZabbixWEB のログインユーザーであれば LDAP 認証も可) 

 



4.「ユーザー」と「パスワード」を入力します。 

ユーザー パスワード 

必要に応じた Zabbixユーザーを入力

します。 

・ログインするユーザタイプにより、

Job Manager の動作モードが変わりま

す。 

・動作モードについて、「ユーザー毎

の動作モードについて」を参照してく

ださい。 

ユーザのパスワードを入力します。 

※ログインに必要なユーザとパスワードは Zabbixのユ

ーザ情報を使用するため、事前に Zabbixのユーザ登録

が必要となります。 

(バージョンによる違いは上記 3.の※を参照) 

5. 入力内容を確認して、「ログイン」ボタンを押下します。 

6. ホーム画面が表示されたら、ログイン完了です。 

 



2. ユーザー毎の動作モード 

ログインするユーザータイプにより、Job Manager の動作モードが変わりま

す。また、ユーザはユーザーグループと呼ばれる同じセキュリティ権限を持つユー

ザの集合体に 1 つ以上所属します。この所属グループによって操作可能なオブジェ

クトも変わります。※オブジェクトとは、カレンダー、ジョブネット、スケジュー

ルといった操作対象となる項目を指します。ユーザータイプと動作モードの関係性

は以下の通りです。なお、ユーザータイプは Zabbix 側で設定されている権限制約で

あり、それをもとに Job Arranger の動作モードを決定しています。 

ユーザー

タイプ 

動作モ

ード 

説明 

一般 運用モ

ード 

対象オブ

ジェクト 

自分自身を含む、同じユーザーグループに所属するユ

ーザーが作成したオブジェクト 

※但し、公開ジョブネットについては未所属のユーザ

ーグループであっても実行が可能です。 

可能な操

作 

有効オブジェクトのジョブ実行 

不可能な

操作 

すべてのオブジェクトの作成/編集 

インポート/エクスポート 

ロック管理 

管理者 開発モ

ード 

対象オブ

ジェクト 

自分自身を含む、同じユーザグループに所属するユー

ザが作成したオブジェクト 

※但し、未所属のユーザグループ・ユーザが作成した

公開オブジェクトは参照と実行のみ可能です。 

可能な操

作 

全ての機能 

不可能な なし 



ユーザー

タイプ 

動作モ

ード 

説明 

操作 

特権管理

者 

開発モ

ード 

対象オブ

ジェクト 

全てのオブジェクト 

可能な操

作 

全ての機能 

不可能な

操作 

なし 

3. 画面構成 

Job Manager の GUI 機能として以下の通り大きく６種類に分けられます。 

 



(1) オブジェクトを管理するための「オブジェクト管理」 

各オブジェクト(カレンダー、スケジュール、ジョブネット)のバージョン管

理、作成、編集、インポート、エクスポート、ロックされたオブジェクトの削除な

どを行います。 

画面名 内容 

オブジェクト一覧画面 全オブジェクトの一覧を表示、オブジェクト毎のバージョン管理 

カレンダー画面 カレンダーおよびフィルターの作成・編集 

ジョブネット画面 ジョブネット作成・編集 

スケジュール画面 スケジュール作成・編集 

(2) ジョブの実行状況を管理するための「ジョブ実行管理」 

Job Manager が管理している各ジョブネットの実行状況を一元管理していま

す。また、ジョブネット単位毎の実行状況を確認したり、保留やスキップ等のジョ

ブネット操作を行うことができます。 

 

画面名 内容 

実行ジョブ管理画面 全ジョブネットの稼働状況を一覧形式で表示 

実行ジョブ詳細画面 ジョブネット単体の稼働状況を表示 

(3) ジョブの実行結果を表示するための「ジョブ実行結果」 

ジョブネット、および各ジョブ(アイコン)の実行結果の検索と表示を行いま

す。また、表示されたジョブの実行結果を CSV 形式のファイルに出力することが可

能です。 

画面名 内容 



画面名 内容 

ジョブ実行結果画面 ジョブの実行結果の検索と表示を一覧形式で表示 

ジョブ実行結果出力画面 ジョブの実行結果を CSV 形式ファイルで出力 

 

(4) Job Manager 設定のため「一般設定」 

ログイン先の Job Server に対するシステム設定、および Zabbix へのメッセー

ジ通知設定を行います。 

(5) ロックされたオブジェクトの「ロック管理」 

長時間ロックされたオブジェクトは、自分自身を含む同じユーザーグループ

に属するユーザーによって削除できます。 

(6) バックアップオブジェクトデータの「エクスポートとインポート」 

ジョブ構成オブジェクトであるカレンダー、スケジュール、ジョブネットの

エクスポート・インポート機能から、データのバックアップや別環境へのデータの

コピーを行うことができます。 

画面名 内容 

すべてをエクスポートする

画面 

XML ファイル形式としてすべてのオブジェクトをエクス

ポートします。 

インポート画面 エクスポートされた XML ファイルは Job Manager に再

インポートすることができます。 

 

4.オブジェクト相関関係 

Job Arranger は、カレンダー、ジョブネットおよびスケジュールの３種類で

構成されています。 カレンダーとは、ジョブネットが稼働する日(稼働日)を定義し

たオブジェクトを指します。 



ジョブネットとは、実行順序を指定した単位ジョブや条件分岐、並列処理な

どジョブの集合体のことを指します。スケジュールとは、カレンダーとジョブネッ

トを組み合わせて起動日時を定義したオブジェクトのことを指します。 

Job Arranger では、個々のオブジェクトを判りやすくするためにカレンダーとジョ

ブネットを完全に独立して登録し、スケジュールで組み合わせる方式をとっていま

す。 

 

 

5.オブジェクト管理画面 

オブジェクト管理画面は、登録、編集中のカレンダー、スケジュール、ジョ

ブネットなど全てのオブジェクトの一覧を管理している画面です。 

バージョン一覧画面では、選択した個別オブジェクトをバージョン(更新日)別に表

示します。この画面で、各オブジェクトに対して様々な操作をすることができます。 

https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Amanager_operation%3A03objects-correlation&media=4.0:operation:img:03objects01.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Amanager_operation%3A03objects-correlation&media=4.0:operation:img:03objects01.png


 

6.オブジェクト操作 

「オブジェクト一覧画面」には、オブジェクト一覧のカレンダー、スケジュール、

ジョブネットに該当する有効または最新バージョンのオブジェクト一覧が表示され

ます。 

 

 

  

https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Amanager_operation%3A03objects-operation&media=4.0:operation:img:03objects03.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Amanager_operation%3A03objects-operation&media=4.0:operation:img:03objects03.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Amanager_operation%3A03objects-management&media=4.0:operation:img:03objects02.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Amanager_operation%3A03objects-management&media=4.0:operation:img:03objects02.png


新規追加 

作成ボタンをクリックすると、新規オブジェクトを作成できます。 

※一般ユーザーは新規オブジェクトを作成できません。 

編集 

個別オブジェクトをダブルクリックすると、各オブジェクトの編集画面が表示され

て、該当するオブジェクトのデータが表示されます。変更されたデータは、新しい

更新日に置き換えられます。※有効バージョンや「動作」モードは編集できません。 

有効化/無効化：オブジェクト指定バージョンの有効化または無効化 

オブジェクト一覧からオブジェクトを選択後にステータス変更が可能になり、

該当するオブジェクトが有効または無効に設定されます。有効にすると、オブジェ

クトに色が付けられて、実行可能な状態となります。  

※なお、有効に設定できるバージョンは常に１つのみであり、以前に有効となって

いたバージョンは自動的に無効となります。また、スケジュールを有効化する場合、

スケジュールに登録されたカレンダー、およびジョブネットがすべて有効化されて

いる必要があります。 

※オブジェクトが選択されていない場合、またはログインしているユーザーが同じ

ユーザーグループに属していないユーザーグループのオブジェクトの場合、ステー

タスが変更されません。 

削除 

オブジェクトツリー、または一覧の個別オブジェクトを指定後に選択可能と

なり、削除確認ダイアログの表示と該当オブジェクトの削除を行います。なお、オ

ブジェクトツリーで個別オブジェクトを選択した場合、全てのバージョンを含むオ

ブジェクト単位で削除します。また、リストオブジェクトより特定バージョンを選

択した場合は選択されたバージョンのみ削除します。削除するオブジェクトが他の

オブジェクトで利用設定されている場合、関連するすべてのオブジェクトを事前に

削除する必要があります。 



※オブジェクトが選択されていない場合、オブジェクトが有効になっている場合、

またはログインしているユーザーが同じユーザーグループに属していないユーザー

グループのオブジェクトの場合、オブジェクトが削除されません。 

エクスポート(オブジェクト) 

オブジェクトリストで個別オブジェクトを選択した後に、選択したオブジェ

クトのすべてのバージョンがエクスポートされます。エクスポートファイルがダウ

ンロードフォルダに XML 形式で保存されます。 

※オブジェクトが選択されていない場合、ログインしているユーザーが同じユーザ

ーグループに属していないユーザーグループのオブジェクトの場合、エクスポート

できません。 

ジョブネットの手動実行 

オブジェクト一覧の個別オブジェクト(ジョブネット)は指定後の右クリック操作で

選択可能となり、ジョブネットの即時実行を行います。 

※オブジェクトが無効になっている場合、実行できません。 

「バージョン一覧画面」は、カレンダー、スケジュール、ジョブネットに該当する

オブジェクトのバージョン一覧が表示されます。 

 



新規オブジェクトのコピー 

特定のバージョンを選択して、「新規オブジェクト」ボタンをクリックすると、既

存のオブジェクトがコピーされて、バージョン一覧画面から新規オブジェクトとして作成さ

れます。オブジェクトの特定のバージョンは指定後のオブジェクト一覧から選択でき、選択

したバージョンデータをコピーした後、オブジェクト別の編集画面が表示されます。 

コピーされたデータは自動採番 ID に設定されて、別オブジェクトとして管理されます。 

新規バージョンの作成:オブジェクトの新規バージョンを作成します。 

オブジェクトの特定のバージョンは、指定後のバージョン一覧から選択でき、選択

したバージョンデータをコピーした後、オブジェクト別の編集画面が表示されます。 

コピーされたデータが新しい更新日で登録されて、別バージョンとして管理されます。 

※オブジェクトが有効になっている場合、新規バージョンとしてコピーできません。 

編集 

特定のバージョンを指定後、ダブルクリックすることで、オブジェクトの個別のバ

ージョンを編集することができて、該当するバージョンのデータに対して、各オブジェクト

の編集画面が表示されます。変更されたデータは、新しい更新日に置き換えられます。 

※オブジェクトが有効になっている場合、編集できません。 

有効化/無効化：オブジェクト指定バージョンの有効化または無効化 

バージョン一覧画面の「有効」(O/X)ボタンをクリックすると、該当するオブジェ

クトが有効または無効に設定されます。有効にすると、一覧の行に色が付き、実行可能な状

態となります。なお、有効に設定できるバージョンは常に１つのみであり、以前に有効とな

っていたバージョンは自動的に無効となります。 

また、スケジュールを有効化する場合、スケジュールに登録されたカレンダー、お

よびジョブネットがすべて有効化されている必要があります。 

※ログインユーザーが所属していないユーザーグループのオブジェクトが同一のユ

ーザーグループに属していない場合、ステータスが変更されません。 

削除 

バージョン一覧で個別のバージョンを指定後に選択可能となり、削除確認ダイアロ

グを表示して、選択したバージョンのみが削除されます。削除したいオブジェクトが他のオ



ブジェクトで使用されている場合、まず関連するすべてのオブジェクトを削除する必要があ

ります。 

※オブジェクトが選択されていない場合、選択されたオブジェクトが有効になっている場合、

またはログインしているユーザーが同じユーザーグループに属していないユーザーグループ

のオブジェクトの場合、削除されません。 

エクスポート(バージョン) 

オブジェクトバージョン一覧で個別バージョンを指定後にオブジェクトの選択した

バージョンがエクスポートされます。エクスポートファイルがダウンロードフォルダに

XML形式で保存されます。 

※オブジェクトが選択されていない場合、ログインしているユーザーが同じユーザーグルー

プに属していないユーザーグループのオブジェクトの場合、エクスポートできません。 

 

ジョブネットの実行 

有効なジョブネットの実行には「即時実行」、「保留実行」、「テスト実行」の３

つの方法が選択できます。有効なジョブネットの実行方法は、特定のジョブネットの右クリ

ック操作から、即時実行、保留実行、テスト実行の3つを選択できます。 

※有効なジョブネットのバージョンがない場合、ジョブネットが実行されません。 

2. カレンダー編集 

カレンダーとは、ジョブネットが稼働する日(稼働日)を定義したオブジェクトを指

します。カレンダーには、全てのユーザで共通に利用できる公開カレンダーと同一アクセス

グループ内のみで利用できる非公開カレンダーの二種類があります。 稼働日の指定は、１

日単位で指定します。曜日、特定日、月末、月初等の一括稼働日指定は、専用ダイアログで

指定する方式になります。なお、カレンダーは稼働日を登録する方式で非稼働日の情報は持

っていません。 

フィルターとは、選択されたカレンダーをベースに月次稼働させたい基準日(指定

日)でフィルタリングと定義したオブジェクトを指します。 

【カレンダー】 

▪ 1. カレンダーの新規作成 

▪ 2. カレンダー削除 

▪ 3. 稼働日/非稼働日の登録(日単位) 



▪ 4. 稼働日の一括登録(ファイル読込) 

▪ 5. 年単位の条件指定登録 

 

【フィルター】 

▪ 6. フィルターについて 

▪ 7. フィルターの新規作成 

▪ 8. フィルターの削除 

 

1.カレンダーの新規作成 

カレンダーに稼働日を入力する方法には、日単位、テキストファイルから稼働日を読込方法、

および年単位の 3 つの方法があります。 

オブジェクト一覧画面の「公開・非公開カレンダー」の「カレンダー作成」ボタンをクリッ

クすると、カレンダー作成画面が表示されて、カレンダーを新規作成することができます。 

 

情報エリアの各情報 

情報エリアにある以下の項目について入力します。 

▪ カレンダーID 

▪ カレンダー名 

▪ 説明 

▪ 公開チェックボックス 



新規追加時は Job Manager が自動採番した仮のカレンダーID で登録されているの

で、必要に応じて内容を変更してください。 

公開チェックボックスをオンにした場合は「全てのユーザで共通に利用できる」公

開カレンダーになり、オフにした場合は「同一アクセスグループ内で利用できる」

非公開カレンダーとなります。 

 

 

情報エリアの各項目について 

項目名 形式 備考 

カレンダーID テキストボ

ックス 

・カレンダーを識別する ID を指定 

・初期値「識別子(CALENDAR_)＋連番」 

・半角英数字、ハイフン(-)、アンダーバー(_)のみ使用可能 

・重複登録不可 

・半角 32 文字まで入力可能 

カレンダー名 テキストボ

ックス 

・カレンダーの名称を指定 

・ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ、全角英数字、

半角英数字、記号が使用可能 

・全角32文字、半角64文字まで入力可能 



項目名 形式 備考 

説明 テキストボ

ックス 

・カレンダーについての説明を指定 

・ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ、全角英数字、

半角英数字、記号が使用可能 

・全角50文字、半角100文字まで入力可能 

・省略可能 

公開チェック

ボックス 

 

チェックボ

ックス 

・他のユーザへの公開要否を指定 

  



2. カレンダー削除 

削除方法として、対象に応じて以下の方法があります。 

1.オブジェクトを選択します。 

個別カレンダーの全バージョンが対象の場合 

オブジェクト一覧画面から「カレンダー」配下の個別オブジェクトを選択して、「削除」ボ

タンをクリックします。 

個別カレンダーの特定バージョンが対象の場合 

バージョン一覧画面から特定バージョンのカレンダーを選択して、「削除」ボタンをクリッ

クします。 

2.削除確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンを押下します。 

 

3.稼働/非稼働日登録 (日単位) 

カレンダーオブジェクトの日付をクリックすることで、日単位で稼働日・非稼働日

の登録ができます。 

1. カレンダー作成画面にて、カレンダーオブジェクトの日付をクリックし、稼働日・非稼

働日を変更します。 

・ クリックされた日付が稼働日の場合、日付をクリック後ハイライト有りになります。 

・クリックされた日付が非稼働日の場合、日付をクリック後ハイライト無しになります。 



 

 

2.変更内容を確認して、「保存」ボタンを押下します。 

 

  



3.編集登録確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンを押下します。 

 

4. 一括登録 (ファイル読込) 

稼働日にしたい日付が記載された TEXT ファイルを読込むことで、稼働日を一括登

録することができます。 

ただし、先週のすべての稼働情報は全て削除されます。 

1.カレンダー編集画面にて、ファイル読込ボタンを押下します。 

 



  



2.稼働日ファイル読込画面が表示されます。

 

3.「ファイルを選択」ボタンを押下します。 

4. ファイル選択ダイアログが表示されるので、対象のファイルを指定し「OK」ボタンを押

下します。 

5.対象ファイル内のフォーマットに合わせて、画面上のフォーマットを選択します。 

 

※稼働日ファイル(TEXT ファイル)の記載例 



 

6.登録内容を確認して、「OK」ボタンを押下します。 

7.カレンダーの内容を確認して、「保存」ボタンを押下します。 



 

8.編集登録確認ダイアログが表示されるので「OK」ボタンを押下します。 

 

5. 条件指定での登録 (年単位) 

カレンダー初期登録画面より、年単位での条件指定登録ができます。 

 

1.カレンダー編集画面にて「初期登録」ボタンを押下します。 



 

2. カレンダー初期登録画面が表示されます。 

 

 



3.稼働日としたい項目にチェックを入れます。 

4.登録内容を確認して、「OK」ボタンを押下します。 

項目名 内容確認 

曜日指定 チェックされている場合、稼働日(年)のすべての月を対象に、指定され

た曜日が稼働日として登録 

月初指定 チェックされている場合、稼働日(年)のすべての月を対象に、月初(毎月

1 日)が稼働日として登録 

月末指定 チェックされている場合、稼働日(年)のすべての月を対象に、月末(28

日、29 日、30 日、31 日のいずれか)が稼働日として登録 

毎月指定 チェックされている場合、稼働日(年)のすべての月を対象に、指定され

た日(複数日指定可)が稼働日として登録 

カレンダーを初

期化しない 

チェックされている場合、登録済みの稼働日を保持し、追加で稼働日を

登録 

※デフォルトでチェックされています。 

 

稼働日の登録 



 

  



5.カレンダーの内容を確認して、「保存」ボタンを押下します。

 

6. 編集登録確認ダイアログが表示されるので「OK」ボタンを押下します。 

 

6.フィルターについて 

フィルターとは、選択されたカレンダーをベースに月次稼働させたい基準日

(指定日)でフィルタリングと定義したオブジェクトを指します。フィルターでは選

択されたカレンダーに、指定された基準日でフィルターした結果を稼働日とします。

フィルターした結果、基準日が非稼働日となる場合、基準日から指定された移動日

数を計算した日を稼働日とします。移動日数は基準日から前後７日が指定可能です。 

※移動日数とはカレンダーに設定された稼働日の日数で、暦上の日数ではありませ

ん。 

  



移動日について 

カレンダーと基準日のマッピングの結果、基準日が非稼働日の際は指定され

た移動日数分、稼働日を移動します。 

なお、稼働日の検索は基準日から暦上で最大 30 日まで行います。30 日以内に移動

日数分の稼働日が存在しない場合、該当月は非稼働となります。 

 

 

例 1:基準日が 25 日で移動日数が「2 日」の場合 



 

例 2:基準日が 25 日で移動日数が「-1 日」の場合 

 

 

 

例 3:基準日が31日、移動日数が「2日」でかつ該当月に31日が存在しない場合 

 

 

 

例 4:基準日が 25 日、移動日数が「0 日」でかつ該当月の 25 日が非稼働日の場合 

 

 

https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Acalendar%3A11filter&media=4.0:operation:img:11filter-about-02.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Acalendar%3A11filter&media=4.0:operation:img:11filter-about-02.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Acalendar%3A04calendar-year&media=4.0:operation:img:04calendar15.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Acalendar%3A04calendar-year&media=4.0:operation:img:04calendar15.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Acalendar%3A11filter&media=4.0:operation:img:11filter-about-03.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Acalendar%3A11filter&media=4.0:operation:img:11filter-about-03.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Acalendar%3A11filter&media=4.0:operation:img:11filter-about-04.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Acalendar%3A11filter&media=4.0:operation:img:11filter-about-04.png


  



7.フィルターの新規作成 

公開/非公開フィルター一覧画面から「フィルター作成」ボタンを選択するこ

とで、新規フィルターを作成することができます。 

 

情報エリアの各情報 

ジョブ編集画面の情報エリアにある以下の項目について入力します。 

▪ フィルターID 

▪ フィルター名 

▪ 説明 

▪ 公開チェックボックス 

▪ カレンダー 

▪ 基準日 

▪ 移動日数 

新規追加時はフィルターID を自動採番します。必要に応じて変更してください。公

開チェックボックスをオンにした場合は「全てのユーザで共通に利用できる」公開

フィルターになり、オフにした場合は「同一ユーザグループ内で利用できる」非公



開フィルターとなります。 

 

情報エリアの各項目について 

項目名 形式 備考 

フィルター

ID 

テキストボ

ックス 

・フィルターを識別するID 

・初期値「識別子(FILTER_)＋連番」 

・半角英数字、ハイフン(-)、アンダーバー(_)のみ使用可能 

・重複登録不可 

・半角32文字まで入力可能  

フィルター

名 

テキストボ

ックス 

・フィルターの名称 

・ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ、全角英数字、半角

英数字、記号が使用可能 

・全角32文字、半角64文字まで入力可能 

説明 テキストボ

ックス 

・カレンダーについての説明 

・ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ、全角英数字、半角

英数字、記号が使用可能 

・全角50文字、半角100文字まで入力可能 

・省略可能 

公開チェッ

クボックス 

チェックボ

ックス 

・他のユーザへの公開要否を指定 



項目名 形式 備考 

カレンダー リストボッ

クス 

・ベースカレンダー 

・フィルタリングの対象となるベースカレンダーを選択 

基準日 ラジオボタ

ン 

・稼働対象となる基準日 

・月次で稼働させる基準日(日)を指定 

 【月初】毎月１日を稼働日 

 【月末】毎月の月末(28日、29日、30日、31日のいずれか)を

稼働日 

 【指定日】任意の指定日を稼働日 

指定日 テキストボ

ックス 

・稼働対象となる指定日 

・基準日で「指定日」を選択した際に任意の稼働日を指定 

・1～31の半角数字が入力可能 

※指定された日が該当月に存在しない場合はその日を非稼働日

として扱います。 

例：2月31日 

移動日数 テキストボ

ックス 

・稼働日を移動する日数 

・移動日数は前後最大7日まで選択可能 

※該当月の基準日が非稼働日の場合、基準日から指定された移

動日数を計算した日を稼働日とします。移動日数はカレンダー

に設定された稼働日を計算対象とします。暦上の日数ではあり

ません。 

8.フィルター削除 

削除方法として、対象に応じて以下の方法があります。 

1.オブジェクトを選択します。 

個別カレンダーの全バージョンが対象の場合 

公開/非公開フィルター一覧画面から個別オブジェクトを選択して、「削除」ボタン

をクリックします。 

個別カレンダーの特定バージョンが対象の場合 

 バージョン一覧画面からフィルターの特定のバージョンを選択して、「削除」ボタ

ンをクリックします。 



2.削除確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンを押下します。 

 

3.ジョブネット編集 

ジョブネットとは、実行順序を指定した単位ジョブや条件分岐、並列処理な

どジョブの集合体のことを指します。フローチャートと同様の形式を採用し、各機

能を持ったアイコンをドラッグ＆ドロップで配置してジョブネットを作成します。 

また、Job Arranger では「ジョブ変数」と「ジョブコントローラ変数」とい

う二種類の変数を使用することが出来ます。これらを使用することで、定型化(部品

化)したジョブネットが作成でき、色々なところでジョブネットの再利用が可能にな

ります。 

 

実行は スケジュール によるものと別途に【手動実行】があります。 

 

▪ 1. ジョブネットの新規作成 

▪ 2. ジョブフローの作成 

▪ 3. ジョブネット編集 

▪ 4. ジョブネットの削除 

▪ 5. 変数アイコン 

▪ 6. ジョブネット手動実行 

1.ジョブネットの新規作成 

ジョブネットメニューを開き、公開/非公開オブジェクト一覧画面を選択して、

「ジョブネット作成」ボタンをクリックすると、初期ジョブ作成画面が表示されて、

新規ジョブを作成できます。 



 

情報エリアの各情報 

ジョブ編集画面の情報エリアにある以下の項目について入力します。 

▪ ジョブネット ID 

▪ ジョブネット名 

▪ 説明 

▪ 公開チェックボックス 

▪ 多重起動 

▪ タイムアウト警告(分) 

新規追加時は Job Manager が自動採番した仮のジョブネット ID で登録されている

ので、必要に応じて内容を変更してください。 

公開チェックボックスをオンにした場合は「全てのユーザで共通に利用できる」公

開ジョブネットとなり、オフにした場合は「同一アクセスグループ内で利用できる」

非公開ジョブネットとなります。 

ズームバーをスライドさせることにより、編集領域の表示倍率を変更することが可



能です。

 

情報エリアの各項目について 

項目名 形式 備考 

ジョブネッ

ト ID 

テキストボ

ックス 

・ジョブネットを識別するIDを指定 

・初期値「識別子(JOBNET_)＋連番」 

・半角英数字、ハイフン(-)、アンダーバー(_)のみ使用可能 

・重複登録不可 

・半角32文字まで入力可能 

ジョブネッ

ト名 

テキストボ

ックス 

・ジョブネットの名称を指定 

・ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ、全角英数字、半

角英数字、記号が使用可能 

・全角21文字、半角64文字まで入力可能 

説明 テキストボ

ックス 

・ジョブネットについての説明を指定 

・ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ、全角英数字、半

角英数字、記号が使用可能 

・全角33文字、半角100文字まで入力可能 

・省略可能 

公開チェッ

クボックス 

チェックボ

ックス 

・他のユーザへの公開要否を指定 



項目名 形式 備考 

多重起動 リストボッ

クス 

・ジョブネットの多重起動の可否を指定 

 【あり(多重起動可)】 

 ジョブネットの同時多重起動を許可 

 【スキップ(多重起動不可)】 

 同一ジョブネットが実行中の場合は新たなジョブネットの

起動不可 

 【待ち合せ】 

 同一ジョブネットが実行中の場合は稼働中のすべての同一

ジョブネットが終了するまで起動を待ち合せ 

タイムアウ

ト警告(分) 

テキストボ

ックスリス

トボックス 

・タイムアウト処理までの時間を分単位(1～99999)で設定 

 ※タイムアウト処理無しの場合は 0 となります。 

・タイムアウト処理は右のリストボックスより「警告の

み」、「jobnet stop」のどちらかを選択 

 【警告のみ】 

 指定された時間(分)を経過してもジョブネットが終了しな

い場合、状況の色が橙色に変化し、警告メッセージをログに

出力 

タイムアウト後も処理は継続 

 【jobnet stop】 

 指定された時間(分)を経過してもジョブネットが終了しな

い場合、ジョブネットを強制終了させ、警告メッセージをロ

グに出力 

 強制終了時に実行中のアイコンは赤色となり強制終了 

・半角数字のみ使用可能 

・5 桁まで入力可能 

 

2.ジョブフローの作成 

部品オブジェクト欄より開始(START)アイコンをドラッグして、編集領域(ジョブ

フロー領域)にアイコンを追加します。 



開始(START)アイコンの作成は必須です。ジョブネットを作成する際は、開始

(START)アイコンから追加していきます。 

 

アイコンの追加 

部品オブジェクト欄より各アイコンをクリックまたはドラッグして、編集領域(ジョブフロ

ー領域)にアイコンを追加します。 

各アイコンの詳細については、 リファレンスマニュアル をご参照ください。 
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フロー（処理線）の追加 

編集領域に配置されたアイコン間の処理の流れを示すためにフロー(処理線)を設定

します。フロー(処理線)は最初に選択されたアイコンから次に選択されたアイコン

への流れ(矢印)が設定されます。アイコンから見て前のアイコンから処理が渡され

るフローを IN フローと呼び、次のアイコンへ処理を渡すフローを OUT フローと呼

びます。 



 

アイコンの設定 

編集領域に追加したアイコンをダブルクリック、またはアイコン選択後コン

テキストメニューより「設定」を選択し、アイコンの詳細設定を行います。詳しい

設定項目についてはリファレンスマニュアルをご参照ください。 
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終了アイコン 

部品オブジェクト欄より終了(END)アイコンをドラッグし、編集領域(ジョブ

フロー領域)にアイコンを追加します。 



 

ジョブフローの登録 

ジョブネットの作成が完了後、作成したジョブフローを登録します。 

なお、未設定のアイコンが存在する場合はジョブネットの登録が出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 



1.ジョブ作成画面右下の「保存」ボタンを押下します。 

 

2.登録確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンを押下します。 

 

3.ジョブネット編集 

ジョブネット編集では、アイコンまたはフローを選択することにより、以下

の操作を行うことができます。 

コンテキストメニューでは、選択したアイコンによって使用可能な操作が制限され

ます。ジョブネット編集画面では、コントロールキーで以下の操作が可能です。 

▪ CTRL+C キー: 選択されたアイコンをコピー※1 

▪ CTRL+V キー: コピーされたアイコンをペースト（貼り付け）※2 



▪ CTRL+Z キー: 直前の操作を取り消して、元の状態に戻す 

※1 コピー先に同一のジョブ ID が存在する場合、規定値で自動採番されます。 

※2 CTRL+C キー操作でコピーされたアイコンデータは他のジョブネットに貼り付

けることが可能です。 

 

直線フロー: 全てのアイコンで利用可能 

選択された２つのアイコン間のフロー(処理線)を直線で接続します。 

最初に選択したアイコンから次に選択したアイコンへ、処理の流れ(処理方向)が設

定されます。 

曲線フロー: 全てのアイコンで利用可能 

選択された２つのアイコン間のフロー(処理線)を曲線で接続します。 

最初に選択したアイコンから次に選択したアイコンへ、処理の流れ(処理方向)が設

定されます。 

曲線フロー(処理線)は時計回りに矢印が引かれます。上部から下部のアイコンへの

処理線に関しては「右サイド」、下部から上部のアイコンへの処理線に関しては

「左サイド」に曲線フローが設定されます。 



TRUE 設定： 条件分岐アイコンで利用可能 

条件分岐アイコンに設定された OUT フローを対象に、条件を満たした場合に処理

を行うフローを指定します。 

なお、１つの条件分岐アイコンには１つの TRUE(フロー)を設定する必要がありま

す。 

FALSE 設定： 条件分岐アイコンで利用可能 

条件分岐アイコンに設定された OUT フローを対象に、条件を満たさない場合に処

理を行うフローを指定します。 

なお、１つの条件分岐アイコンには１つの FALSE(フロー)を設定する必要がありま

す。 

フロー削除： 全てのアイコンで利用可能 

選択されたフロー(処理線)を削除します。また、フローに設定された TRUE、

FALSE 設定も同時に削除されます。 

削除： 全てのアイコンで利用可能 

選択されたアイコンを削除します。また、アイコンに接続された全てのフローも同

時に削除されます。 

なお、一度削除したアイコンの復元は行えません。複数のアイコンを選択して削除

することも可能です。 

設定： 全てのアイコンで利用可能 

選択されたアイコンの各種設定を行います。 

詳しい設定項目についてはリファレンスマニュアルをご参照ください。 

ジョブ起動： ジョブアイコンで利用可能 

選択されたジョブアイコンを単体起動します。単体起動されたジョブアイコンは開

始アイコンと終了アイコンが自動で付加された仮ジョブネットにより即時起動され

ます。 
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なお、ジョブアイコンのホストにジョブコントローラ変数を指定している場合はエ

ラーとなります。 

保留： 全てのアイコンで利用可能 

選択されたアイコンを事前に保留状態とします。保留設定されたアイコンはジョブ

ネットの実行時に処理が保留された状態となります。 

スキップ： 条件分岐、並行処理、ループ、開始、終了、分岐終了アイコン以外のア

イコンで利用可能 

選択されたアイコンを事前にスキップ状態とします。 

スキップ解除： スキップ設定済みアイコンで利用可能 

選択されたアイコンのスキップ設定を解除します。 

4.ジョブネット削除 

削除方法として、対象に応じて以下の方法があります。 

1.オブジェクトを選択します。 

個別ジョブネットの全バージョンが対象の場合 

公開/非公開ジョブネット一覧画面からオブジェクトを個別に選択して、「削除」ボ

タンをクリックします。 

個別ジョブネットの特定バージョンが対象の場合 

ジョブネットバージョン一覧画面で特定のバージョンを選択後、「削除」ボタンを

クリックします。 

2.削除確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンを押下します。 



 

5.変数アイコン 

Job Arranger では「ジョブ変数」と「ジョブコントローラ変数」という二種

類の変数をジョブの稼働時に利用することが出来ます。これらの変数は各アイコン

の用途に応じて、Zabbix や Job Arranger が保持するリソース情報や、利用者が独自

に定めた情報を「環境変数」として使用出来ます。これにより、定型化(部品化)し

たジョブネットが作成可能になり、色々なところでジョブネットの再利用が可能に

なります。 

ジョブ変数 

ジョブ変数とは、ジョブアイコン内でのみ環境変数として使用可能な変数の

事を指します。 

使用用途 

ジョブアイコンで実行されるコマンドならびにコマンド内部で呼び出される

プログラムで利用者が独自に定めた情報を参照したい場合に使用します。 

有効範囲 

ジョブアイコンで実行されるコマンドならびにコマンド内部で呼び出される

プログラム内で環境変数として参照することが出来ます。 

ただし、ジョブ変数は他のアイコンへ継承されないので、後続のアイコンで参照す

ることは出来ません。 



実行コマンド内での有効範囲 

 



ジョブネット内での有効範囲 

 

設定方法 

ジョブ変数の設定についてはリファレンスマニュアルをご参照ください。 

変数値変更 

ジョブネット実行後、ジョブがエラー停止した際に変数を変更して再実行したい場

合等に、設定したジョブ変数の値を変更したいときは「実行ジョブ詳細画面」のコ

ンテキストメニューより「変数値変更」を選択することで変更が出来ます。 

ジョブコントローラー変数 

ジョブコントローラ変数とは、ジョブネット内の全アイコンで環境変数として使用

可能な変数の事を指します。 

ジョブコントローラ変数には既存のジョブコントローラ変数と、ジョブコントロー

ラ変数アイコンで定義されたジョブコントローラ変数の二種類が存在します。 
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なお、ジョブネット内において既存のジョブコントローラ変数とジョブコントロー

ラ変数アイコンで定義されたジョブコントローラ変数は同じように取り扱われます。 

使用用途 

▪ Zabbix や Job Arranger が保持するリソース情報や、利用者が独自に定め

た情報をジョブアイコンの実行コマンド内やホスト名で参照したい場合 

▪ 条件分岐アイコンの比較値として使用したい場合 

▪ 計算アイコンによって参照した値を変化させたい場合 

有効範囲 

ジョブアイコンで実行されるコマンドならびにコマンド内部で呼び出されるプログ

ラム内で環境変数として参照することが出来ます。 

ジョブコントローラ変数は他のアイコンへ継承されるので、後続のアイコンで参照

することが出来ます。 

また、ジョブネットアイコンで呼び出したサブジョブネットにも継承されます。た

だし、サブジョブネットのジョブコントローラ変数は親ジョブネットへは戻されま

せん。 



実行コマンド内での有効範囲 

 



ジョブネット内での有効範囲 

 

設定方法 

ジョブコントローラ変数の設定方法については「ジョブコントローラ変数アイコン」

をご参照ください。 

各アイコンでの参照方法については 

「ジョブアイコン」 「条件分岐アイコン」 「計算アイコン」をご参照ください。 

変数値変更 

ジョブネット実行後に設定したジョブコントローラ変数の値を変更したい場合、例

えばジョブがエラー停止した場合に変数を変更して再実行したい場合、実行ジョブ

詳細画面から「変数値の変更」を選択することで変更することができます。 
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6.ジョブネット手動実行 

ジョブネット一覧画面で個別のジョブネットを右クリックして、手動で実行できま

す。 

実行は以下の 3 種類です。 

▪ 1. 即時実行 

▪ 2. 保留実行 

▪ 3. テスト実行 

1.即時実行 

ジョブネット一覧で別のジョブネット行を選択すると、コンテキストメニュ

ーから即時実行を選択できます。実行の際には関連する各ジョブネットをすべて

「有効」にしてください。即時実行はスケジュールの内容に関係なく、即座に処理を開

始します。 

1.実行種類を選択します。 

ジョブネット一覧画面からジョブネットを実行します。ジョブネット一覧画

面より実行対象のジョブネットを選択して、コンテキストメニューより「即時実行」

をクリックします。バージョン一覧画面からジョブネットを実行します。 

ジョブネットのバージョン一覧画面で特定のバージョンを選択後、「即時実行」ボ

タンをクリックします。 



 

2.実行確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンを押下します。 

 

 

 

3. ジョブネットが起動されて、実行ジョブ詳細画面が表示されます。 



 

2.保留実行 

オブジェクトツリーで個別のジョブネット行を選択した場合、コンテキスト

メニューより「保留実行」が選択できます。実行の際には関連する各ジョブネット

をすべて「有効」にしてください。保留実行は、ジョブネット自体が一時保留され

た状態(開始アイコンが保留された状態)で起動され、実行ジョブ詳細画面で各アイ

コンに対する保留、スキップ等の事前操作が行えるようになります。 

1. 実行種類を選択します。 

ジョブネット一覧画面からジョブネットを実行します。ジョブネット一覧画

面より実行対象のジョブネットを選択して、コンテキストメニューより「保留実行」

をクリックします。バージョン一覧画面からジョブネットを実行します。ジョブネ

ットのバージョン一覧画面で特定のバージョンを選択後、「保留実行」ボタンをク

リックします。 



 

2.実行確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンを押下します。 

 

3. 開始アイコンが保留状態でジョブネットが起動されて、実行ジョブ詳細画面が表

示されます。 



 

3.テスト実行 

オブジェクト一覧で個別のジョブネット行を選択した場合、コンテキストメ

ニューより「テスト実行」が選択できます。実行の際には関連する各ジョブネット

をすべて「有効」にしてください。テスト実行は、即座に処理を開始しますが個々

のジョブに登録されたコマンドの実行は行わず、ジョブフローの流れの正当性のみ

を検査します。ジョブネット作成直後、フローの正当性を確認したい際にテスト実

行を行います。なお、フローの正当性のみを検査するため、条件分岐処理は同時に

両方通過するように流れます。 

また、ジョブネットアイコン、およびタスクアイコンによるジョブネットの呼出し、

起動は行いません。ジョブアイコンは実際にエージェントまでリクエストを発行し

ますが、コマンドの実行は行いません。 

1. 実行種類を選択します。 

オブジェクト一覧画面からジョブネットを実行します。 

オブジェクト一覧画面より実行対象のジョブネットを選択して、コンテキストメニ

ューより「テスト実行」をクリックします。 



バージョン一覧画面からジョブネットを実行します。 

ジョブネットのバージョン一覧画面で特定のバージョンを選択後、「テスト実行」

ボタンをクリックします。

 

2. 実行確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンを押下します。 

 

  



3. ジョブネットが起動され、実行ジョブ詳細画面が表示されます。  

 

4.スケジュール編集 

スケジュールとは、ジョブネットをスケジュール起動する場合に作成するオ

ブジェクトです。スケジュールでは起動時刻を指定したカレンダーとジョブネット

との組み合わせを定義します。Job Server では、スケジュールに登録されたカレン

ダー・ジョブネット・起動時刻を判断し、ジョブネットの自動起動を行います。ス

ケジュールは複数のカレンダーと時刻を組み合わせることで、一つのスケジュール

で様々な稼働日に対応できます。また、ひとつのカレンダーに対し複数のジョブネ

ットを指定することで運用の幅を広げることが可能です。 

▪ 1. スケジュールの新規作成 

▪ 2. 起動時刻の登録 

▪ 3. ジョブネットの登録 

▪ 4. スケジュールの削除 
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1. スケジュールの新規作成 

「スケジュール」の「公開/非公開スケジュール」を選択して、「スケジュー

ル作成」ボタンをクリックすると、最初のスケジュール作成画面が表示されて、新

規にスケジュールを作成できます。 

 

情報エリアの各情報 

ジョブ編集画面の情報エリアにある以下の項目について入力します。 

▪ スケジュール ID 

▪ スケジュール名 

▪ 説明 

▪ 公開チェックボックス 

新規追加時は Job Manager が自動採番した仮のジョブネット ID が登録され

ているので、必要に応じて内容を変更してください。公開チェックボックスをオン

にした場合は「全てのユーザで共通に利用できる」公開スケジュールとなり、オフ



にした場合は「同一アクセスグループ内で利用できる」非公開スケジュールとなり

ます。 

 

情報エリアの各項目について 

項目名 形式 備考 

スケジュール

ID 

テキストボ

ックス 

・スケジュールを識別する ID を指定 

・初期値識別子(SCHEDULE_)＋連番」 

・半角英数字、ハイフン(-)、アンダーバー(_)のみ使用可能 

・重複登録不可 

・半角 32 文字まで入力可能 

※新規作成直後は初期値として「識別子(SCHEDULE_)＋連

番」の ID が自動採番されます。 

スケジュール

名 

テキストボ

ックス 

・スケジュールの名称を指定 

・ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ、全角英数字、半

角英数字、記号が使用可能 



項目名 形式 備考 

・全角 32 文字、半角 64 文字まで入力可能 

説明 テキストボ

ックス 

・スケジュールについての説明を指定 

・ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ、全角英数字、半

角英数字、記号が使用可能 

・全角 50 文字、半角 100 文字まで入力可能 

・省略可能 

公開チェック

ボックス 

チェックボ

ックス 

・他のユーザへ公開要否を指定 

 

2.起動時刻の登録 

1.起動時刻リストボックスの「追加」ボタンを押下します。 

 

2. カレンダーとフィルター登録画面の選択ボックスが表示されます。 



 

3. 個別オブジェクト (カレンダーまたはフィルター)を選択します。 

 

4. 情報エリアの「起動時刻」または「サイクル起動」を入力します。 

起動時刻はジョブネットを起動する時刻を指定します。サイクル起動では指

定された時刻を対象に定期的に実行する間隔時間(分)を指定します。 

※起動時刻の時(HH)には 23 時以上の値が指定可能です。例えば 25：00 と入力し

た場合、稼働日(現在日)の翌 1：00 にジョブネットが実行されます。 



※サイクル起動には 24 時間(1 日)を超えた時間幅は指定できません。なお、サイク

ル起動では指定された時間幅をもとに間隔時間(分)毎の起動時刻を自動計算し、個

別の起動時刻をスケジュールに一括登録します。 

 

5. 起動時刻が正しいことを確認し「保存」ボタンを押下します。 

 

6.設定した内容が正しいことを確認し「保存」ボタンを押下します。 



 

7.編集登録確認ダイアログが表示されるので「OK」ボタンを押下します。 

 

  



3.ジョブネットの登録 

1.ジョブネットリストボックスの「追加」ボタンを押下します。 

 



2. ジョブネット登録画面の選択ボックスが表示されます。 

 



3.個別ジョブネットを選択します。

 

  



4.ジョブネットの内容が正しいことを確認し「保存」ボタンを押下します。 

 



5.設定した内容が正しいことを確認し「保存」ボタンを押下します。 

 

6.スケジュール登録確認ダイアログが表示されるので「OK」ボタンを押下します。 

 

4.スケジュールの削除 

削除方法として、対象に応じて以下の方法があります。 

1.オブジェクトを選択します。 

個別スケジュールの全バージョンが対象の場合 

スケジュールオブジェクト一覧画面から「削除」ボタンをクリックします。 

個別スケジュールの特定バージョンが対象の場合 



スケジュールバージョン一覧画面から「削除」ボタンをクリックします。 

2.削除確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンを押下します。

 

5.ジョブ実行管理 

Job Manager のジョブ実行管理画面でジョブネットの運行情報やエラー情報が確認

出来ます。 

▪ 1. 全体管理 

▪ 2. 実行ジョブ管理画面操作 

▪ 3. 実行ジョブ「予定」の操作 

▪ 4. 実行ジョブの詳細管理 

▪ 5. ジョブの実行結果表示 

▪ 6. 実行結果のファイル出力 

1.全体管理 

ジョブの実行管理は、Job Manager が管理するすべてのジョブネットをジョ

ブネット運行情報、エラージョブネット運行情報、実行中ジョブネット運行情報に

分けて行います。 

画面上部のジョブ実行管理のチェックボックスを選択することで表示されま

す。この画面では、１秒おきにテーブルからデータを再取得して、すべてのリスト

オブジェクトの表示内容をリフレッシュします。 

  



ジョブ実行管理画面

 

ジョブネットの稼働状況 

ジョブネットの稼働状況は、以下の 3 フィールドで構成されています。 

リスト

名 

説明 

運行状況

リスト 

現在時刻から前後１時間(一般設定画面より変更可能)の範囲で、実行予定と実

行中、および処理を終了したすべてのジョブネットを表示します。 

エラーリ

スト 

異常終了となったジョブネットと最後にエラーが発生したジョブを表示しま

す。 

リストはジョブの再実行により、ジョブネットの状態が実行中、および処理終

了に変化するか、リスト行を選択後、コンテキストメニューによる非表示を選

択することで、一覧から非表示となります。 

実行中リ

スト 

現在稼働中のジョブネットが表示されます。 



※ジョブ実行管理画面の「稼働情報ジョブネット一覧」「稼働情報エラージョブネ

ット一覧」「実行中ジョブネット運行情報一覧」のチェックを外さない場合は、メ

ニューバーより「表示」のチェックをオフにすると非表示になります。非表示の設

定は Job Manager の次回起動時にリセットされます。 

ジョブネット状況欄と色の関係 

リストオブジェクトの状況欄はジョブネットの状況と各ジョブの状況、ジョブネッ

トの展開状況の組合せで表示する文字列と色が変化します。 

状況 説明 

スケジュール 開始予定時刻によるジョブネットの実行が予約された状態 

予定 (完了待

ち) 

多重起動の「待ち合せ」指定による同一ジョブネットの終了を待合わせて

いる状態 

実行中 ジョブネットが実行中である状態 

実行中 実行中のジョブネットでタイムアウトが発生したアイコンが存在する状態 

※ジョブネットは処理を継続します。 

実行中 実行中のジョブネットでエラーが発生したアイコンが存在する状態 

※エラーとなったアイコンは停止しますが、ジョブネット自体は処理を継

続します。 

処理終了 ジョブネットが正常終了した状態 

処理終了 タイムアウトが発生したアイコンが存在しますが、ジョブネットは正常終

了した状態 

処理終了 ジョブネットが異常終了した状態 

展開エラー ジョブネットの内部展開処理でエラーが発生した状態 

※ジョブネットは実行されません。 



状況 説明 

遅延起動エラ

ー 

開始予定時刻にジョブネットが起動出来なかった状態 

※ジョブネットは実行されずに停止しています。 

実行スキップ 多重起動の「スキップ」指定によりジョブネットの実行が行われなかった

状態 

起動保留 ジョブネットの起動を保留した状態 

2.実行ジョブ管理画面操作 

2.1 ジョブネット運行情報 

上段「ジョブネット運行情報」では、コンテキストメニューより各種操作が

可能です。ジョブネットの状況毎に可能なコンテキストメニュー操作を以下に説明

します。 

 

実行中 

「ジョブネット停止」  指定ジョブネットを強制停止(実行キャンセル)にします。 

 選択されたジョブネットを強制停止します。コマンドの強制停止か、指定された

停止コマンドを実行します。 



 エージェントレスアイコンが実行中の場合はすべてのセッションを切断します。 

 なお、停止したジョブネットは稼働状況が「処理終了(赤)」に変わります。 

予定 

「ジョブネット停止」  予定を解除し、処理終了となります。停止したジョブネッ

トは稼働状況が「処理終了(赤)」に変わります。 

「開始予定時刻変更」 「起動保留」  次項 3.実行ジョブ「予定」の操作 に説明

が有ります。 

  



「予定削除」予定を削除します。以下の条件の時は削除できません。 

・当該スケジュールが有効であるとき 

・予定起動時刻が 5分以内になっているとき 

予定されたジョブネットは、同一スケジュールで同一起動時刻の重複登録が出来ま

せん。 

一旦予定されたものを取消し、また同時刻で予定したい場合はこの削除を使用くだ

さい。 

 ※予定ジョブネットを停止しますと処理終了状態のジョブネットが残っている間、

同一スケジュールで同時刻の予定はされません。 

遅延起動 

「遅延起動エラー再実行」  遅延起動エラー(予定後なんらかで起動時刻経過後で

も未起動のエラー)となったジョブネットを起動します。 

「ジョブネット停止」 状況・予定の場合と同様です。 

処理終了 

正常終了(緑)、エラー終了(赤)ともに操作可能なコンテキストメニューは有りませ

ん。 

2.2 エラージョブネット運行情報 

中段の「エラージョブネット運行情報」では、エラージョブネットに対して

コンテキストメニューより操作が可能です。 

この画面のみ、ジョブネットは「▶」ボタンでの一括選択/解除、クリックでの個別

選択(複数選択可)が出来ます。 



  

実行中 

「ジョブネット停止」  指定ジョブネットを強制停止(実行キャンセル)にします。 

 選択されたジョブネットを強制停止します。コマンドの強制停止か、指定された

停止コマンドを実行します。エージェントレスアイコンが実行中の場合はすべての

セッションを切断します。なお、停止したジョブネットは稼働状況が「処理終了

(赤)」に変わります。 



予定 

「ジョブネット停止」 予定を解除し、処理終了となります。停止したジョブネット

は稼働状況が「処理終了(赤)」に変わります。 

「開始予定時刻変更」「起動保留」  次項 3.実行ジョブ「予定」の操作 に説明が

有ります。 

「予定削除」予定を削除します。以下の条件の時は削除できません。 

・当該スケジュールが有効であるとき 

・予定起動時刻が 5分以内になっているとき 

予定されたジョブネットは、同一スケジュールで同一起動時刻の重複登録が出来ま

せん。 

 一旦予定されたものを取消し、また同時刻で予定したい場合はこの削除を使用く

ださい。 

 ※予定ジョブネットを停止しますと処理終了状態のジョブネットが残っている間、

同一スケジュールで同時刻の予定はされません。 

遅延起動 

「遅延起動エラー再実行」  遅延起動エラー(予定後なんらかで起動時刻経過後で

も未起動のエラー)となったジョブネットを起動します。 

「ジョブネット停止」 状況・予定の場合と同様です。 

処理終了 

正常終了(緑)、エラー終了(赤)ともに操作可能なコンテキストメニューは有りませ

ん。 

2.3 実行中ジョブネット運行情報 

下段の「実行中ジョブネット運行情報」では、実行中のジョブネット(黄、赤

色)、および遅延起動に対してコンテキストメニューより操作が可能です。 



 「ジョブネット停止」 「遅延起動エラー再実行」  2 つの操作共に、2.2 エラ

ージョブネット運行情報と同様です。 

3.実行ジョブ「予定」の操作 

開始予定時刻の変更 

予定状態のジョブネットの開始予定時間を変更します。予定状態(実行前) のジョブ

ネット行の選択時にのみ表示され、選択されたジョブネットの開始予定時間を変更

します。変更する開始予定時間は本メニュー選択後に表示される開始予定時刻変更

画面で入力します。なお、現在時刻より過去の時刻を指定することは出来ません。 

1.コンテキストメニューより開始予定時刻変更を選択します。 

 

2.開始時刻に変更後の開始予定時間を入力します。 



 



3.開始時刻が変更されたことを確認します。 

 

起動保留 

予定状態のジョブネットの起動を保留します。予定状態(実行前) のジョブネ

ット行を選択時にのみ表示され、選択されたジョブネットの起動を保留します。起

動を保留されたジョブネットは開始予定時間を経過しても起動しません。また、Job 

Monitor の監視対象外となります。 

起動保留解除 

起動保留状態のジョブネットの起動保留を解除します。起動保留状態のジョ

ブネット行の選択時にのみ表示され、選択されたジョブネットの起動保留を解除し

即座に実行されます。 

予定削除 

予定削除については前項 2.1 ジョブネット運行情報に詳細が有ります。 

  



4.実行ジョブの詳細管理 

本画面では、ジョブネット単体の稼働状況についてジョブ実行管理を行って

います。実行ジョブ管理画面に表示されたジョブネット行をダブルクリック、メニ

ューまたはコンテキストメニューより「即時実行」、「保留実行」、「テスト実行」

を選択することで表示されます。なお、本画面では１秒おきにテーブルからデータ

の再取得を行い、ジョブフロー領域の表示内容をリフレッシュします。 

実行ジョブ詳細管理画面 

 

アイコンの状態と色の関係 

ジョブネットの稼働時、処理状態により各アイコンの色が変化します。アイコンの

色には以下の種類が存在します。 

アイコン

色 

アイコン状態 説明 

 
未実行 実行が予定されている、未実行(実行待ち)の状態 

https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Amanagement%3A07management-detail&media=4.0:operation:img:07management03.png
https://www.jobarranger.info/document/lib/exe/detail.php?id=4.0%3Aoperation%3Amanagement%3A07management-detail&media=4.0:operation:img:07management03.png


アイコン

色 

アイコン状態 説明 

 
実行中 現在実行中の状態 

 
正常終了 実行が正常終了した状態 

 
タイムアウト発

生 

ジョブの実行で実行時間がタイムアウト警告時間を経過し

た状態 

 
異常終了 ジョブの実行でエラーが発生した状態 

 
保留設定 利用者の操作により処理を保留する(している)状態 

 
スキップ設定 利用者の操作により処理をスキップする(された)状態 

アイコンの操作 

ジョブネット起動後、実行前、実行中、実行後の各アイコンについて、コン

テキストメニューより以下の各種操作が行えます。なお、アイコンおよび処理状態

により利用可能な操作が制限されています。 

 



保留 

~全てのアイコンで利用可能 

選択されたアイコンに対する処理を保留します。保留されたアイコンでは処理の実

行前で一時停止の状態となります。 

なお、スキップとの同時設定は行えません。 

保留解除 

~保留済みアイコンで利用可能 

保留設定されたアイコンの保留解除を行います。 

保留により一時停止中のアイコンに対し、本操作を行うと直ちに処理を開始します。 

スキップ 

~条件分岐、並行処理、ループ、開始、終了、分岐終了アイコン以外のアイコンで

利用可 

選択されたアイコンをスキップします。スキップされたアイコンは一切の処理が行

われません。また、保留により一時停止中のアイコンに対し、本操作を行うと直ち

に処理を開始(スキップ)します。なお、保留との同時設定は行えません。 

スキップ解除 

~スキップ設定済みアイコンで利用可能 

スキップ設定されたアイコンのスキップ解除を行います。 

 

強制停止 

~実行中のジョブアイコン、拡張ジョブアイコン、リブートアイコン、ファイル待

合せアイコン、エージェントレスアイコンのみ利用可能 

実行中のジョブアイコン、拡張ジョブアイコン、リブートアイコン、ファイ

ル待合せアイコン、エージェントレスアイコンを強制停止します。強制停止後はエ

ラー停止状態となり、次のフロー(アイコン)が実行されません。ジョブアイコンで

は停止コマンドで指定したコマンドを実行します。停止コマンドを指定していない

場合は KILL コマンド(SIGKILL)を実行します。(ジョブアイコンを参照) 



なお、強制停止後は「再実行」、「スキップ」、「変数値変更」の操作が行

えます。 

再実行 

~エラー停止、および強制停止後のジョブアイコン、拡張ジョブアイコン、ファイ

ル転送アイコン、リブートアイコン、保留解除アイコン、エージェントレスアイコ

ンのみ利用可能 

エラー停止、および強制停止されたジョブアイコン、拡張ジョブアイコン、

ファイル転送アイコン、ファイル待合せアイコン、リブートアイコン、保留解除ア

イコン、エージェントレスアイコンの再実行を行います。ジョブコントローラ変数

には最後に実行した結果が格納されます。 

変数値変更 

~保留、強制停止、エラーによる一時停止中のジョブアイコン、条件分岐アイコン、

ジョブコントローラ変数アイコン、終了アイコンのみ利用可能 

ジョブがエラー停止した際に変数を変更して再実行したい場合などに選択さ

れたアイコンのジョブ変数、およびジョブコントローラ変数の値を変更することが

できます。なお、変数の追加は行えません。 

コンテキストメニューより「変数値変更」を選択すると、下記の変数値変更ダイア

ログが表示されます。 



 

変更対象の値をダブルクリックする事により変更が可能となります。変更内

容を確認の上、問題がなければ「適用」ボタンを押下します。 

変更した値は選択したアイコンに適用されます。また、ジョブコントローラ変数に

ついては後続のジョブにも適用されます。 

変数値表示 

~全てのアイコンで利用可能 

各アイコンの変更前/変更後の各変数値を表示します。 

コンテキストメニューより「変数表示」を選択すると、下記の変数表示ダイアログ

が表示されます。 



 

5.ジョブの実行結果表示  

Job Manager では実行されたジョブの実行履歴を一定期間 (デフォルトでは

30 日間) テーブルに保存しています。保存された実行履歴は、ジョブ実行結果画面

より検索期間を指定することで表示が可能です。 

表示された実行履歴をもとにジョブネット ID、ジョブ ID、管理 ID、ユーザ

名による絞込みが可能です。 

また、一覧左側の詳細ボタンを押下することにより、ジョブアイコンで実行

したコマンド、およびアプリケーションが出力した標準出力と標準エラー出力の内

容を示すジョブ実行結果詳細画面が表示されます。 



ジョブ実行結果画面 

 

ジョブ実行結果詳細画面 

 

ジョブ実行履歴の検索条件 

ジョブの実行履歴は以下の条件により検索可能です。 

検索条件 説明 

検索期間 (必

須) 

検索対象となる開始日時と終了日時を指定 

(Job Manager の起動後は初期値として現在日付の 0：00 から 23：59 が指

定されています。) 

ジョブネット

ID 

検索期間に加え、絞込みを行うジョブネット ID を指定 

(ジョブネット ID は正規表現が利用可能です。) 



検索条件 説明 

ジョブ ID 検索期間に加え、絞込みを行うジョブ ID を指定 

(ジョブ ID では正規表現が利用可能です。) 

管理 ID 検索対象となる管理 ID を指定 

(管理 ID を指定した場合、その他の検索条件はすべて無視されます。 

管理 ID はジョブネットの実行毎に付加されるジョブネット識別用の ID で

す。) 

 

ユーザー名 検索期間に加え、絞込みを行うユーザ名を指定 

(ユーザ名では正規表現が利用可能です。) 

6.実行結果のファイル出力 

ジョブ実行結果画面の「CSV」ボタンを押下することにより、画面に表示さ

れたジョブの実行履歴を CSV 形式のファイルに出力することが可能です。 

1.ジョブ実行結果画面の「CSV」ボタンを押下します。 

 

  



2. CSV 出力ボタンを押下すると、下記の確認ダイアログが表示されます。

 

3.「OK」ボタンを押下すると、ダウンロードフォルダに CSV ファイルが作成され

ます。 

CSV ファイル形式 

ファイルに出力されるジョブの実行結果にはジョブ実行結果画面の表示項目に加え、

実行タイプ、公開フラグ、メッセージ ID などの詳細な情報が含まれます。 

項目 説明 

実行日付 ジョブ(アイコン)実行時の日付(YYYY/MM/DD HH：MM：SS．sss) 

管理 ID 

(親ジョブネッ

ト) 

管理用の ID 

※ジョブネットの実行時に付与される管理 ID により、複数存在する同一

ジョブネットを区別します。 

管理 ID 

(サブジョブネ

ット) 

ジョブネットアイコンにより実行されるサブジョブネットのジョブ ID 

実行タイプ ジョブネットの起動方法 

0：スケジュール起動 

1：即時実行 

2：保留実行 

3：テスト実行 

4：時刻実行(jobarg_exec コマンドによる時刻起動時のみ) 

5：ジョブ単体起動 



項目 説明 

公開フラグ 公開ジョブネットであるか 

0：非公開ジョブネット 

1：公開ジョブネット 

ジョブネット

ID 

ジョブ(アイコン)が所属するジョブネット ID 

ジョブ ID 各アイコンのジョブ ID 

メッセージ ID ジョブ実行結果画面の「状況」欄のメッセージに対応するメッセージ ID 

JC00000001: ジョブネットが開始しました。 

JC00000002: ジョブネットが終了しました。 

JC00000003: ジョブが開始しました。 

JC00000004: ジョブが終了しました。 

JC00000005: ジョブがタイムアウトしました。 

JC00000006: ジョブをスキップします。 

JC00000007: ジョブを再実行します。 

JC90000001: ジョブネットのスケジュール起動が行えませんでした。 

JC90000002: ジョブが異常終了しました。 

JC90000003: ジョブネットが異常終了しました。 

状況 メッセージ ID に対応したメッセージ本文(ジョブネット、およびジョブ

の状況) 

※内容については「メッセージ ID」を参照してください。 

ジョブネット名 ジョブ(アイコン)が所属するジョブネット名 

ジョブ名 各アイコンのジョブ名 

※ジョブ名が未設定の場合は値無し("")となります。 

ユーザー名 ジョブネットを作成したユーザ名 

更新日 ジョブネットの更新日(YYYY/MM/DD HH：MM：SS) 

戻り値 ジョブアイコンとリブートアイコンの戻り値(0～255) 



項目 説明 

※その他のアイコンでは値無し("")となります。 

Heartbeat 間隔

時間 

ロックされたオブジェクトがアクティブに使用されていることを確認す

るために、指定された秒ごとにサーバにデータを送信するHeartbeat間隔

を指定するために使用されます。 

ユーザーがオブジェクトの編集または新規バージョンを実行している場

合、Job arranger manager はそのオブジェクトをロックして、コンフリ

クト編集を回避します。次に、Heartbeatデータをサーバに送信して、オ

ブジェクトが編集中であることを報告します。 注意事項: Heartbeat間隔

時間の値が変更された場合、変更された値を反映するため、すべてのユ

ーザーは再度ログインする必要があります。 

オブジェクトロ

ックの有効期限 

オブジェクトロックの有効期限 (分) を指定するために使用されます。ア

クセスしているオブジェクトの最後のアクティブな時間がオブジェクト

ロックの有効期限を超えている場合、ja-cleanupサービスはオブジェク

トのロックを削除します。 

6.一般設定 

Job Manager の一般設定画面では各種システム設定、および Zabbix へのメッセージ

通知設定が出来ます。 

▪ 1. 一般設定 

▪ 2. システム設定 

▪ 3. Zabbix 通知設定 

1.一般設定 

ログイン先の Job Server に対するシステム設定、および Zabbix へのメッセージ通

知設定を行います。 



 

▪ 変更ボタン  

変更した設定値をデータベースに保存します。 

更新された設定値は Job Server、および Job Manager の再起動後に有効とな

ります。 

▪ 再表示ボタン 

最新の設定値をデータベースから読み直します。 

2.システム設定 

ログイン先の Job Server、および Job Manager が使用するシステム設定値の表示、

変更が可能です。 



 

システム設定の設定値 

項目名 形式 説明 

ジョブネット表示期間

(分) 

テキスト

ボックス 

・ジョブネット運行情報の表示期間 

・実行ジョブ管理画面のジョブネット運行情報の表示

対象となる表示期間を分単位で指定 

・1 以上の半角数字が指定可能 

予定ジョブネット事前

展開開始時間(分) 

テキスト

ボックス 

・ジョブネットの事前展開時間 

・スケジュールされたジョブネットの起動に先立ち、

内部展開する(予約状態となる)期間を分単位で指定 

・1 以上の半角数字が指定可能 

ジョブネット保持期間 テキスト ・終了済みジョブネット情報の保持期間 



項目名 形式 説明 

(分) ボックス ・実行が終了したジョブネット情報を DB より削除す

る期間を分単位で指定 

・1 以上の半角数字が指定可能 

ジョブログ保持期間

(分) 

テキスト

ボックス 

・ジョブ実行結果ログの保持期間 

・ジョブの実行履歴を DB より削除する期間を分単位

で指定 

・1 以上の半角数字が指定可能 

※本期間を経過したジョブの実行履歴はジョブ実行結

果画面で表示することができなくなります。 

Job Arranger 基準時刻 リストボ

ックス 

・Job Manager の基準時刻 

・Job Manager の表示基準の時刻を指定 

【ローカルタイム】 

 Job Manager のシステム時刻を使用 

【Job Server 時刻】 

 ログイン先の Job Server(DB)のシステム時刻を使用 

 

3. Zabbix 通知設定 

Job Server のログメッセージ(エラーメッセージ)を Zabbix へ通知する、Zabbix 通

知機能に関する設定値の表示、および変更が可能です。 

Zabbix 通知内容等の詳細はインストールマニュアル＞Job Server＞通知設定をご参

照ください。 

https://www.jobarranger.info/document/doku.php?id=4.0:install:server:01jasender-sh


 

Zabbix 通知設定 

項目名 形式 説明 

Zabbix 通知 リストボ

ックス 

・Zabbix 通知の有無 

・Zabbix への通知有無を指定 

・Zabbix 通知と jasender.sh 通知に有効 

【なし】Zabbix へのメッセージ通知を行いません。 

【あり】Zabbix へのメッセージ通知を行います。 

Zabbix IP アドレス テキスト

ボックス 

・通知先 Zabbix の IP アドレス 

・ログメッセージの通知先となる Zabbix サーバの IP アド

レスまたはホスト名を指定 

・半角英数字、ピリオド(.)、ハイフン(-)、アンダーバー(_)

が使用可能 



項目名 形式 説明 

・最大 2048 文字まで入力可能 

Zabbix ポート番号 テキスト

ボックス 

・通知先 Zabbix のポート番号 

・ログメッセージの通知先となる Zabbix サーバのポート番

号を指定 

・半角数字のみ使用可能 

Zabbix Sender コ

マンド(フルパス) 

テキスト

ボックス 

・Zabbix Sender コマンド名 

・Job Server に存在する Zabbix Sender コマンドのコマン

ド名をフルパスで指定 

・半角文字が使用可能 

・最大 2048 文字まで入力可能 

メッセージ通知先

サーバ 

リストボ

ックス 

・メッセージ通知先の Zabbix ホスト 

・Zabbix に登録されたログメッセージの通知先となる

Zabbix ホストを指定 

・半角英数字、ピリオド(.)、ハイフン(-)、アンダーバー(_)

が使用可能 

・最大 64 文字まで入力可能 

メッセージ通知先

サーバアイテムキ

ー 

リストボ

ックス 

・Zabbix のアイテムキー・ログメッセージを取得する

Zabbix に登録されたアイテムキーを指定 

・半角英数字、ハイフン(-)、アンダーバー(_)が使用可能 

Zabbix 通知再送 リストボ

ックス 

・Zabbix 通知失敗時の再送有無 

・Zabbix への通知に失敗した際の再送の有無を指定 



項目名 形式 説明 

再送回数 テキスト

ボックス 

・Zabbix 通知の再送回数 

・Zabbix 通知失敗時の再試行回数を指定 

 ※0 を指定すると無限に再送を試みます。 

・半角数字が指定可能 

再送インターバル テキスト

ボックス 

・Zabbix 通知の再送間隔 

・Zabbix 通知失敗時の再送間隔(インターバル)を秒単位で

指定 

・1 以上の半角数字が指定可能 

 

4. WEB 設定 

ObjectLock update Interval オブジェクト ロックの last_active_time の更新に使用される時

間。

 



WEB 設定: 

項目名 形式 説明 

ObjectLock 

の更新間隔

(秒) 

 

テキスト

ボックス 

・オブジェクトロックは各種オブジェクト(カレンダー、スケジ

ュール、ジョブネット等)編集時の排他制御用のロックデータで

す 。こ れに より編集 のコ ンフ リクトを 回避 しま す。 

・オブジェクトロックの  last_active_time の更新間隔を定義 

※last_active_time は画面上でオブジェクトを更新の為に参照し

ている間ずっと、この間隔で更新される最終参照時間 

・オブジェクトは last_active_time からオブジェクトロックの有

効期限(分)が経過するまでロックされます。経過後はロックは期

限切れとなり定期削除処理 (jam-cleanup)で削除されます。 

注意事項: Heartbeat 間隔時間の値が変更された場合、変更された

値を反映するため、すべてのユーザーは再度ログインする必要が

あります。 

オブジェクト

ロックの有効

期限(分) 

 

テキスト

ボックス 

・オブジェクトロックの有効期限 (分) を指定するために使用さ

れます。 

・オブジェクトは last_active_time からオブジェクトロックの有

効期限(分)が経過するまでロックされます。経過後はロックは期

限切れとなり定期削除処理(jam-cleanup)で削除されます。 

 

7.ロック管理画面 

1.ロック管理メニューからロック管理画面からロックされたオブジェクトを選択し

ます。 

※ロックされたオブジェクトは、自分自身を含む、同じユーザーグループに属する

ユーザーがロックを解除できます。 

権限がない場合は選択できず、オブジェクトのロック解除は不可能です。 



 

2.ロック管理画面から「削除」ボタンをクリックします。 

 

3.確認ダイヤログが表示されて、「OK」ボタンをクリックすると、オブジェクトが

ロック解除されて、通常に編集できます。 



 

8.エクスポートとインポート操作 

ジョブ構成オブジェクトであるカレンダー、スケジュール、ジョブネットの

エクスポート・インポート機能から、データのバックアップや別環境へのデータの

コピーを行うことができます。前提条件として、エクスポートしたユーザーがイン

ポート先のJob Arrangerに登録されている必要があります。また、エクスポート側

のデータ項目に該当するデータ項目がインポート側にない場合、インポートはでき

ません。これは、上位バージョン (追加のテーブルデータ項目を含む) から以前のバ

ージョンへのインポートに適用されます。 

※エクスポートファイルがXML形式で出力されます。 

エクスポート 

ログインユーザが編集・参照できるオブジェクト(カレンダー、スケジュール、

ジョブネット)のエクスポートには、以下の方法があります。 公開オブジェクトも

エクスポートの対象です。 

1.エクスポート対象となるオブジェクトを選択します。 

すべてのオブジェクトを対象とする場合 

メニューバーより、「すべてをエクスポート」を選択します。 



 

オブジェクトの全バージョンを対象とする場合 

オブジェクト一覧画面から個別のオブジェクトを選択して、エクスポートボタンを

クリックします。 

 

個別オブジェクトの特定バージョンを対象とする場合 

バージョン一覧画面から個別のオブジェクトの特定バージョンを選択して、エクス

ポートボタンをクリックします。 



 

2.エクスポート画面が表示されます。 

 

3. 「OK」ボタンを押下して、ダウンロードフォルダにエクスポートファイルが作成

されます。 

 

インポート 

1.「エクスポートとインポート」メニューを開いて、メニューバーより「インポー

ト」を選択します。 

2.インポート画面が表示されます。 



 

3.「参照」ボタンを押下します。 

4.ファイル選択ダイアログが表示されるので、インポート対象のファイルを指定し

「OK」ボタンを押下します。 

5.必要に応じて「上書きを許可する」のチェックボックスにチェックを入れます。 

※「上書きを許可する」がチェックされている場合、インポート先の DB に同一の

オブジェクトデータがすでに存在する場合でも上書きでインポートします。チェッ

クされていない場合は同一オブジェクトデータが存在するとエラーとなります。 

6.インポート画面上のインポート対象ファイルが正しいことを確認し、「OK」ボタ

ンを押下します。 


